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ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
た
。
清
水
さ

ん
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て

行
っ
た
人
数
を
制
限
す
る
た
め
の

チ
ケ
ッ
ト
配
布
や
、
密
を
避
け
る

た
め
に
会
場
内
の
ス
ズ
ラ
ン
テ
ー

プ
を
各
団
体
ご
と
に
貼
り
直
す
こ

と
が
特
に
大
変
で
し
た
」
と
当
日

の
様
子
を
振
り
返
る
。 

実
行
委
員
は
決
め
る
べ
き
ル
ー

ル
が
多
く
、
柔
軟
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
。
渡
邊

さ
ん
は
「
準
備
期
間
が
短
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
生
徒
全
員
と
の
ル

ー
ル
の
共
有
や
、
実
行
委
員
会
本

 

鮮
や
か
な
ダ
ン
ス
で
魅
了 

 

ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
第
２
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
観
客

は
距
離
を
開
け
て
の
着
席
、
歓
声

の
禁
止
を
徹
底
し
た
上
で
の
実

施
。
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
や
ヒ
ッ
プ

２０２０年（令和２年）１０月１０日（土曜日） 

ホ
ッ
プ
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

に
分
か
れ
た
数
人
の
ダ
ン
ス
と
約

１
０
０
人
の
部
員
に
よ
る
息
の
あ

っ
た
ダ
ン
ス
が
観
客
を
圧
倒
。
静

と
動
の
キ
レ
が
組
み
合
わ
さ
り
常

に
か
っ
こ
い
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
客
の
手
拍
子
が

一
体
と
な
っ
て
ス
テ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
て
い
た
。 

観
客
の
一
人
は
「
男
子
の
か
っ

こ
よ
さ
、
女
子
の
か
わ
い
ら
し
さ

が
ダ
ン
ス
に
よ
く
表
れ
て
い
て
、

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
た
。 

 

自
慢
の
作
品
を
上
映 

 

映
画
研
究
部
は
ホ
ー
ル
で
「
映

研
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
２
０
」
の

発
表
を
行
っ
た
。
最
初
に
上
映
さ

れ
た
の
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

品
の
『
校
則
改
革
～
携
帯
を
巡
る

先
輩
方
の
努
力
～
』。
携
帯
持
ち
込

み
認
可
に
向
け
て
の
錦
城
生
の
動

き
に
迫
っ
た
作
品
で
、
知
ら
れ
ざ

る
錦
城
の
歴
史
に
多
く
の
観
客
が

見
入
っ
て
い
た
。
続
く
55
回
生
の

・・・・・・・ 

過
機
を
４
回
破
壊
し
、
水
温
計
を

か
み
砕
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

だ
。
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
よ
う
な
生
物
と
触
れ
合
え
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。 

 

立
て
続
け
に
大
技
披
露 

 

体
操
部
は
第
１
体
育
館
で
６
つ

の
演
目
を
披
露
し
た
。
３
年
生
に

よ
る
発
表
で
は
、
６
人
同
時
に
後

方
宙
返
り
を
す
る
場
面
が
あ
っ

た
。
着
地
し
た
瞬
間
に
は
、
体
育
館

が
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
る
。
ま

No. ３４１（RE） １版 

部
の
中
で
も
当
日
の
動
き
が
確
認

し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

反
省
を
語
る
。 

最
後
に
２
人
は
「
例
年
と
違
う

形
で
の
開
催
と
な
っ
た
の
で
、
や

る
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
今
年
の
雰
囲
気
を
来
年
に

も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
実
行
委
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

(

甘) 

 一
面
：
大
盛
り
上
が
り
の
ミ
ニ
フ
ェ
ス
を
彩
っ
た
部
活
・
同

好
会
・
実
行
委
員
に
取
材
！ 

二
面
：
学
年
レ
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
＆
実
行
委
員
の
声
を

お
届
け
！ 
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錦城祭実行委員会パンフレットチーフの田中雪菜さん（２Ｄ）に話

を聞いた。田中さんはミニフェスを振り返って「いいことも悪いこともい

ろいろあったけど、みんな楽しんでくれていたし、私も楽しめたので良

かったです」と語る。「パンフレット作りでは、何とか無事に完成まで持

っていくことが出来て安堵しました」と田中さん。また、ここまでの努

力が無駄にならずに、形になったのも嬉しいことの一つだという。パン

フレットの内容については、校内見取り図について「去年のものとは

趣を変えて、平面から立体にしてみました」と話す。完成品が出来る

までには、業者とのやりとりが多くあったが、そこで試作品を何度も見

てから完成品を見たため「やりきった」という思いが強かったという。

最後に来年のパンフレット係になる生徒に向け「来年は少なくとも今の状況とは違っているはずなので、今年のものよ

りも面白いパンフレットを作ってもらいたいです」とエールを送った。 

錦城祭実行委員会本部の門飾担当の仲田未希さん(２G)は今年のミ二フェスで大変だったことについて「例年と

異なり、自分の係だけでなく全体も見なければならないという点と、ミ二フェスを実施するにあたっての変更が大変で

した」と話す。また、前例のないミ二フェスという形での開催について「お客さんを入れられなかったことは残念でした

が、例年より自由に動けたのはよかったです」と感想を述べた。 

毎年美術部と本部の門飾担当が協力して制作する予定だった校門近くの入場門。今年は看板に変更になった。

その経緯について仲田さんは「今回、お客さんが入らないので門を制作しないという選択肢もあったのですが、形に

残したいと思い看板を作ることにしました」と語った。 

 最後に仲田さんは「錦城祭実行委員は１番自分たちで決めることが多い委員会だと思うので、今年の分もやりたい

ようにやってほしいです」と、来年の錦城祭実行委員にメッセージを送った。                    (桜・甘) 

動物と触れ合っている様子 

 

９
月
28
日(
月)
、
29
日(

火)

に
行
わ
れ
た
ミ
ニ
フ
ェ
ス
。
当
日
に
発
表
し
た
部
活
や
開

催
を
支
え
て
き
た
実
行
委
員
に
話
を
聞
い
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

(

編
集
部
共
同
取
材) 

た
、
大
技
が
連
続
で
披
露
さ
れ
た
。

１
か
ら
３
年
生
全
員
に
よ
る
５
つ

目
の
演
目
の
終
盤
、
立
て
続
け
に

技
が
決
ま
る
と
、
会
場
は
こ
の
日

１
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

最
後
の
演
目
で
は
部
員
全
員
と
池

神
先
生
が
ロ
イ
タ
ー
板
を
使
い
前

方
宙
返
り
を
す
る
。
終
盤
に
は
ひ

ね
り
を
加
え
る
な
ど
さ
ら
に
難
易

度
の
高
い
技
が
連
続
で
決
ま
り
、

観
客
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ

た
。 披

露
さ
れ
た
完
成
度
の
高
い
演

技
は
会
場
に
い
た
す
べ
て
の
観
客

を
虜
に
し
て
い
た
。 

 
＊ 

＊ 

＊ 
 

９
月
28
日(
月)
、
29
日(

火)

に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
ミ
ニ
フ

ェ
ス
～Neo style

～
」
は
、
例
年

に
な
い
形
式
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

盛
り
上
が
り
で
幕
を
閉
じ
た
。
距

離
を
開
け
て
着
席
し
た
り
、
歓
声

の
禁
止
を
徹
底
し
た
り
な
ど
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
の
実

施
。
開
催
に
向
け
尽
力
し
て
く
れ

た
実
行
委
員
や
先
生
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生

活
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
。 

 

先
生
方
に
よ
る
卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ

作
品
の
『KINJOWARS

』
や
『
新
宝

島
』
の
Ｍ
Ｖ
、
各
映
画
の
発
表
の
間

に
上
映
さ
れ
た
『
映
画
泥
棒
』
や

『
ビ
ッ
ク
マ
ッ
ク
』
の
Ｃ
Ｍ
で
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
に
会
場
中
が
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
。
最
後
に
発
表

さ
れ
た
『
ソ
リ
ス
ト
に
送
る
四
重

奏
』
で
は
、
等
身
大
の
高
校
生
な
ら

で
は
の
複
雑
な
心
境
を
顕
著
に
表

し
て
い
た
。
ど
の
作
品
も
細
部
ま

で
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。 

 

ア
フ
リ
カ
の
古
代
種
を
展
示 

 

生
物
部
は
新
校
舎
５
階
の
理
科

室
Ｂ
で
生
物
の
展
示
を
行
っ
た
。

多
種
多
様
か
つ
珍
し
い
生
物
が
見

学
で
き
た
そ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

生
物
に
は
部
員
が
書
い
た
説
明
書

き
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
品
種
の

名
前
や
特
徴
が
詳
し
く
書
い
て
あ

る
。
ま
た
部
員
の
王
東
良
く
ん(

１

Ｂ)

は
「
あ
ら
ゆ
る
物
を
吸
い
取
る

化
け
物
だ
と
い
う
ア
フ
リ
カ
の
古

代
種
で
あ
る
プ
ロ
ト
プ
テ
ル
ス
・

エ
チ
オ
ピ
ク
ス
が
今
回
の
展
示
の

目
玉
で
す
」
と
話
す
。
今
ま
で
に
濾

錦
城
祭
実
行
委
員
長
の
渡
邊
沙

羅
さ
ん(

２
Ａ)

と
副
実
行
委
員
長

の
清
水
凜
音
さ
ん(

２
Ｃ)

に
話
を

聞
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
て
い
る
中
で
の
ミ
ニ
フ

ェ
ス
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
無
事

に
２
日
間
乗
り
切
れ
た
こ
と
に
ほ

っ
と
し
た
そ
う
。 

ミ
ニ
フ
ェ
ス
で
は
感
染
リ
ス
ク

を
抑
え
る
た
め
、
間
隔
を
あ
け
て

の
鑑
賞
、
公
演
中
は
拍
手
の
み
で

声
を
出
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
の

運営の大変さを語る２人 

一
足
早
く
廊
下
ア
ー
ト
が
完
成

し
た
２
年
Ｄ
組
。
制
作
を
中
心
で

進
め
た
錦
城
祭
ク
ラ
ス
企
画
係
の

宮
寺
結
瑞
さ
ん
（
２
Ｄ
）
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。 

旧
校
舎
５
階
の
２
Ｄ
の
廊
下
に

貼
っ
て
あ
る
廊
下
ア
ー
ト
は
、
カ

ラ
フ
ル
な
色
の
手
型
を
白
い
模
造

紙
中
に
つ
け
た
デ
ザ
イ
ン
。
錦
城

ど
、
多
く
の
こ
と
に
は
「
準
備
」
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
す
べ
て
の

「
準
備
」
を
完
璧
に
こ
な
す
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

時
間
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
行
動
を
準
備
の
段
階
か
ら
諦
め
る
と

い
っ
た
経
験
が
あ
る
だ
ろ
う
▼
そ
ん
な
時
に
目
に
し
た
の
が
「
睡
眠

に
よ
り
日
常
生
活
を
効
率
化
す
る
」
と
い
う
題
材
を
扱
っ
た
記
事
だ

っ
た
。
そ
こ
で
印
象
に
残
っ
た
の
が
「
良
い
睡
眠
が
良
い
生
活
リ
ズ

ム
を
作
る
」
と
い
う
言
葉
。
こ
れ
を
機
に
乱
れ
て
い
た
生
活
リ
ズ
ム

を
正
し
「
準
備
」
の
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
最
初
の
立
て

方
で
は
急
な
予
定
変
更
な
ど
に
対
応
で
き
ず
、
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
余
裕
を

持
っ
た
予
定
を
立
て
て
計
画
に
常
に
「
空
き
」
を
つ
く
る
こ
と
に
し

た
。
す
る
と
、
予
定
変
更
に
対
応
し
や
す
く
な
り
、
よ
り
良
い
「
準

備
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
計
画
を
進
め
て
い
く
中
で
ふ
と
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
。「
良
い
準
備
」
が
「
良
い
結
果
」
に
つ
な
が
る
よ

う
に
な
る
と
「
も
っ
と
良
い
結
果
を
出
し
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
生

ま
れ
、
さ
ら
に
「
良
い
準
備
」
に
す
る
。「
良
い
準
備
は
良
い
結
果
か

ら
」
で
も
あ
る
の
だ
▼
ま
た
、
計
画
に
余
裕
を
も
っ
て
進
め
る
と
「
空

き
」
を
好
き
な
こ
と
に
使
え
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。「
空
き
」
は
予
定

の
変
更
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
生
活
を
よ
り
楽
し
く

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
今
後
も
「
空
き
」
の
時
間
を
使
い
、
生
活
を

彩
っ
て
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

抹) 

 

（１） 

「
良
い
結
果
は
良
い
準
備
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
痛
感
し
た
こ
と
が
あ

る
▼
中
学
生
時
代
、
部
活
の
遠
征
で
電
車
を
乗
り
継
い
だ

後
に
３
０
分
歩
い
て
相
手
チ
ー
ム
の
学
校
へ
向
か
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道

の
下
調
べ
を
し
て
お
ら
ず
、
見
知
ら
ぬ
場
所
で
迷
子
に
な

っ
て
し
ま
い
試
合
時
間
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
▼
道
の

下
調
べ
だ
け
で
な
く
、
小
テ
ス
ト
の
準
備
や
進
路
調
べ
な

祭
の
ク
ラ
ス
企
画
で
は
目
隠
し
を

し
た
状
態
で
手
さ
ぐ
り
で
行
う
迷

路
を
ク
ラ
ス
企
画
で
行
う
予
定
だ

っ
た
た
た
め
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
に

し
た
そ
う
だ
。 

ま
た
、
今
年
の
錦
城
祭
の
テ
ー

マ
だ
っ
た
『Make it colouful

』

に
合
わ
せ
て
、
手
型
は
黄
色
や
ピ

ン
ク
、
青
、
緑
な
ど
約
10
色
を
使

人目をひく渾身の一作 

第二体育館でステージを披露するダンス部。 

このほかにも、さまざまな出し物が錦城生を魅了した。 

むらさき草 

っ
て
華
や
か
に
彩

ら
れ
て
い
る
。
制
作

で
き
る
時
間
が
限

ら
れ
て
い
る
中
、
２

年
生
運
動
会
の
待

機
時
間
や
そ
の
日

の
放
課
後
な
ど
を

使
っ
て
１
日
で
作

成
を
終
え
た
そ
う

だ
。
宮
寺
さ
ん
は

「
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
の
協
力
あ
っ
て

こ
そ
の
作
品
な
の

で
、
完
成
し
た
と
き

に
は
達
成
感
が
あ

り
ま
し
た
」
と
振
り

返
っ
た
。 

 

旧
校
舎
５
階
の
廊
下
を
彩
る
廊
下
ア
ー
ト 

 

大
会
報
告 

野
球
部 

▽
９
月
21
日(

月) 

 

秋
季
東
京
都
大
会 

第
13
ブ
ロ
ッ
ク 

二
回
戦
敗
退 

 陸
上
部 

▽
９
月
25
日(

金)

～
27
日(

日) 

東
京
都
新
人
大
会 

 

・
女
子
５
０
０
０
ⅿ
競
歩 

 
 

小
倉
優
凜(

２
Ｌ) 

 
 

１
位 

 
 

関
東
新
人
大
会
出
場
決
定 

 

・
女
子
や
り
投
げ 

 
 

貝
瀬
彩
花(

２
Ａ) 

 
 

５
位 

 

バ
ス
ケ
部 

▽

２

０

２

０Tokyo 
Thanks 

Match 

９
月
13
日(

日) 

 

女
子
二
回
戦
敗
退 

 

９
月
20
日(

日) 

 

男
子
二
回
戦
敗
退 

 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

▽
９
月
22
日(

火)

、
27
日(

日) 

 

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学

校
選
手
権
大
会 

 

男
子
３
回
戦
敗
退 

 

フ
ッ
ト
サ
ル
部 

▽
10
月
３
日 

 

東
京
都
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル 

 

１
部
リ
ー
グ 

 

男
子
２
回
戦
進
出 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

▽
10
月
４
日(

日) 

 

高
体
連
秋
季
新
人
大
会 

４
支
部
予
選
通
過 

都
大
会
出
場
決
定 

 

大会報告を募集しています！ 

大会に出場したら 

近くの編集委員または 

７階の生徒会室まで。 


